
近畿大典紀要 

c AgFa

22: 1-122(

rKl lU111＼1 

3

kn

31

22:1 22(-3

)9891

Men )9891

雑草の伏臥反応

杉野 守◆･芦田 等★ 

PI

M amo u SL,(-

C

･T

O･ de sulllbe11tRe eofW espons

oruⅠ八()a dKan A Hゝ】l,)1 

h

S.

PO 

btus

n)

､､t

帆 sI eO eaS( ft

r hs CC WeO allt

InさS isS

Thep mlellth tOfmelnylbab
L
Cl(r de}L.

n

i

llltera

le

＼ 

T)L.hr
r


ltrea(ビl CenlL

mOP ell cm(一､ 

1g yb)e a

､ti)dta で s(r)l lenen.

･ lnalFdlnlS:teo

Sllhg'l

h

hsuc 

tllpaz

f tacors

l(ftel でSOrS Simtea fllt'te＼h
)
t
)(itli trenE

巾､tgra. 1a.

de )0日( lS( eona eanghh lretni=
berc
b
ii,Ce

lldLT l trecllieIdLls dtee so l d kor arnHh,Hr ess 
doftejO＼＼hs allbtus

rp

rmoet Jh2-

Zr

han

i

h tan

l一S･Fl ､' lSi SOae pecexs

o

fo r

lee＼l rtehtr()ita ll0 es mso

r

O ft哨 so･f turac

ba

h

ben

l

･Co

fo

tLs帆iHtpl 川11 Lh＼ dee.､

leO es

tenoeu't.i Pl mb ‖epdeで＼l sk tinl lr'dlta klleSS 

･tr.heSb)t col ‖lkrnes(d一itara ldaeeaClfEe hl fb ioilnunltl." haLllll lfl 

lecaneul)r りihgle,eptI
i
dtas
h
ミPirl dPallSk tin､､ kl lぐ .illIahtorltidn OIISf es etme

Thyb mep

一sna oci

eca

b ‖ereb

e

fiog

e叩an＼＼ dtr nr llteureheit tsra
)
( ltldoc川1 ｡IISOfll iさ.
da
l】
itaur ll,hL ThLL ｡t nlli<c1)L)la

･Seuar~

he

､oen

dt ＼lH･ 

･ deeme､､ st｡b dd ､n､､ d TheTfso(】 

SeILa 一t.hPirb lecon
)
いds eu L, 日 1Ca l.hSeh lrecafte
)
lいi tca
l
)tp n( LI dteselll 

ts) ､､t.(htagrtgesesug dt ) hs CeIb Ttusa Sa terendlCn iff lll'

Ph ttfi､＼t tyo eLiisens oOPer rlwe 'rl len0il ttrerna)huencldae
b
l foreadsiSr smarillll etp( oll hhe､ SO

terendnel tan･eeでSOr､､ dp su rdiff､ea) lchg= 川1d) ns)(tt

Ⅰ は じめ に LJ 実専奏方法と結果 

雑卓茎盛の伏臥作は,多くの萩培地物にみられる ll- 1.野外における雑草の伏臥状態

虐立性 と対照的に,野FL組物の もつ適応的成形規無 伏臥状i態を調べる為に,雑草~の茎またLi感の傾斜

の 1つであろう.すなわち,茎盛の伏臥は.旭拘個 について, Lfi:立 二,水平L (O)か･ (5) までの内皮を 

4等分して,Ta体の受光効率を人にし,越冬性草本では地裁に樟す leb lrJjの糊に示すような 6段階の

JるT主

一般に地点を和うことにより他個体との空間較争に 大阪他/3の野外で普通に見/ llよ- }れる雑 草群落の r

により厳 しい寒気を避けるのに役<iち,さらに '389伏臥伯を設定 した.次に1 年か { 5891 年にかけて,

おいて有利になると考えらilる. 0･I).孤立 している株を 1つの噂純について2-So作

このような雑草の伏臥反応は.光や温度などの外 適び,それぞれの生庁段階 (常並または生地)と輯

的要因とともに農機,牛育状態などの内的要因によ A,地 ヒ品を観測し.射 こついては最上111節 と舶 r: 

り多様に変化 して多様な環境で適応的な形成を示す ll' iEについてはJ持下位分枝J節の展開盛の伏臥約を､j: '

lebの茎地主嬰部の伏臥(Li .結Ii lにtを測定しt: Lを Ta

li(･Lrtl.110h.TLl.Iyt

ついて,基本的な伏臥反応の特作を調べた･結盟を報 示した.

告する. 盛の強い伏臥は,典甲州) jどのキ 7flにタンポポr ‥
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る傾向が見 られた. また,越冬雑苛では寒中によr)

:な 4紙の雑

合によ1)薬鞠軸)の強い伏臥は イネ科雑草の幼植物 

(吻合により成植物)で多 く見 らjtた. 一･

･_

軌 二1つの

株の若い上位薬は占い下位索 よl)i)伏臥値が′トき 催い伏臥が見られた.

く,立ち上がる傾向があった. まr.それぞれの苧
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を用いて,特に光条件の変化 と蛸物.+.ルモンの噂布 Fig lに･;した1.7-

は l 枚 !二同様なノiち 卜か リ)反応につ )-r= 室長約 15cm法J .ッ トに用意 し7=T･+.に対する茎感のtR臥 ほ 

･_∫～ 

二ii! r

技 :こ仕立て/

H′前 10時 まで 

いて次の ようF の スヘ リヒエの 7株を,それぞれ 3

ll- 2.オオバ コの薫 とスベ リヒユの茎の仰角の 後. 1987年 9n18Fl午前 10

実験 を行っTI.j: _

時か /}･ 

日変化 2時間 こと.I;L 'およ'} ドほ節分控.r二分けて茎の

'

lr

たって !三雑草のu(臥反応の')さ験に､ 

軸の野外群 
1'l .ますそjしそ 仰打=β fll)を測''fL,同時 .こ温度I''よ.)照度の日変

'17j人 ききJ)個体 Jを'r1Lの雑 ;A:,. .盲よ t), 化を測毒 した結果 r,Fi. =_ g2!T,:した.適 

こit/)キ トを｡lh' l'J)も与果,オオ J コの 姫の仰角のr

節 l掛.'こついてそ11ぞ1L

Ltl変化i は.

Iiよそ 8, 

過んで舶 T)取 l). 二IL･', } 適 ､rj人 きさ

後 Ii馴 i以 ヒEJ


L3
1=


liLl=の.ドッ トまたはフランダー!二移h 卜 .-17. Lll13よ') 卜i 

f,9 ,i J)範朋であ り.とく!=人巾rj変化は比 /)it AI,'いて'Jiif･させ I:lJ)Li:L,YJ' 'R験材料 とし/∴ 次に等姫

)場合 L.掌の仰杓は｣,の傾斜 fは.叢や感か比較的に以L 
は,それ らの LトL､軸か1∈,

Jt . てある似合 :二I.IF .6-75JJ･つ[=.スペ りヒエJ 

部水､Fn -仰杓rUと(rI,, 目安化 t止てあっ/∴ 圭t=の 聴(W)T , これ /)の触物 J)(以 F'

曲か 

緋 ぷ直線 

l)i･ 雀卓U)仰 llJJ川 蟹化 と.温度,粘度..qqとI )を, 去 
-)ている場rTには,そjL･ 

こiL･〟 /

いて測定 した

-,

{r

'･;:.71

･.

･αiqLi二jL , 雀T,盛かかrr= J空u)Ll変化
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にlhヱてt J)を材料とした.つぎにこれ J)の7ラ の仰角 it(α角)を測定し (N=9)仰角変化t 
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789･'tット株をプランターに移旭し,1 年11 rlに

と記のジベレリン液を柴の両面, ヒ面または F'面に

68991.2-r. 

液の 7+を壌 
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暗処理することによりいずれも立ち上が ,)が促進さ 節灘とTは節感をきめてそjLJ)の仰角 (a角)を 3

れるが, この場合特に薬身の下部半分よI)も上部半

分を,また上面よリiJ下面を暗処理 したほうがそれ

ぞれ立ち上がりがより大とJ:{る傾向が見られた. 

ll-4.ジベレリンおよびエチレンに対する茎葉

の伏臥反応

一般にジベレリンは,その発見以来多 くの無傷植

物の基軸の徒長を促すことが知 られている日.そこ
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の増加 J:Y示した.下位節薬では,両面および下面噂

布区にくらペて L面塗布区の仰角増加がやや小であ

った.

柄物 ,ホルモンのうちエチレンは墨痕の上編仲良, 

Ep .を誘起することが知られている.そこで

をポットに移臆 し,2本分枝に仕立てたものを実験
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0茎の仰角が1

幼縫物をプランターに移植 し,エチレン発生剤とし

の10p 溶

'前後に伏臥 しているコニシキソウの

e材料とした.次に001% Twen20液にジベレリン 

7779を含む溶液を用若し,1 年 9月2pm(GA3) 0p 0て日産エ スレJレ1 lte00. % TWen 210
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･,

L. 

いたコニシキソウの嘗は き{)に伏臥 した

が:Ll-,

2t..

J_

E_

lr

IL

mx!:I

那.これに対して培地P をLf

しかし,エスレル堕桁後略処理 された瑚令には,棉 

tPP

:_むJ)は t7_ちとがった.
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･.=よろ tLLち｣が ･時的に強 く抑制きれTkT)f
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細杓の形態形成は,刺物のそiLと較ペ二位めて可

変性に怒み,器官の大 きさや数 と共にそれ})の空間

･]的な配は i,外的畷噴射 牛やl棚 'なノ巨育状態により多

描:二変化する. これは,移動 して好適な環境 を選べ

な い脈物の,多様な環境 ス トレスに対する適応的対

比 

ノミ

'.のJそれ と考え.)れる.

帖物のt臥反応は,多くのマメ科植物に見られるI J 1.u 

･s1)t〉.
l三膨J選勤を除いて,茎典軸の両側の成長運動の蓋に

蟻す く傾斜の変化であって,多 くの細物の量感の斜
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OP m)のI街の結果 とも言われる2 しか し, 

仁の得度は外的表作や植物の生育時期,生T字

偏 成 上{ (Epi )･rnast
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段隅によってiJ多様に変化する (Tab一e1). 



杉野 . .の伏臥反応 1芦田 :雑11 '1

本'Ji験の絵札 伏臥 しているオオ′てコの射 士暗所

に長時間控7tかれると立ち上が リ.その後明所に正か

れろと再 -')次郡に伏臥することが明 らかにきれた 

(Fi )g3.この場合,戸外の日照発作 Fに正かれた対

照btでは夜間J)約 10-12時間の暗好日二よってはTLち

とが J) }ず,噂胴が2時I''継続 Iろと鎖著Fi.が起 こ 1 4 "1 --

立ち上が JJが見/>jtた. 麦′∴ このような明暗サイ

クルをもつJて f =' :名の仰EI外の[照 下LJいて,盛4J Lの 

Fl変化は特に何悪な変鵬 を･,さr: ( g1T･ Jか った Fi..
 

2).


オオバコ簡 (P/ITuu E()に強光をI'てろと,
LL g / L/ 川 e a 1

L*の砥部で上偏成長が起 こり,姫が横臥することがr

報 じ/'れている3J.光による姫の 立ち とが り抑制は

瑞光 !=ならに'lttつて弱 くな り,たとえばオオ/Iコの

喝缶に, n然光の 2㌔の光帖は30OoJ)光址に く･ンく 

-I約 2† . .が .) i:,iLた Fi -. ま汗の qち1 の促進k 7 ( g:))

た, こU' Jt. lの限肘 直)ようr Iち上が りを抑制する光tt

は,rl変化するFl然光について求めることは倒噂で

あるが.七1タカア r/yナソr/のロゼットーS'城 命L Au)

に, J､l光瀕 ( F )_二 組物f成用蛍光灯)による辿統 Wu∫ 
FでI i: ,JOI !で完全f iT ･lljそJn8 x以上の光 ftt Jt JJが

り抑制が兄･これた くFig7).

次にオオバコの姫身のほぼ半分 J: )lY暗姓推 し他J ド

分を自然光に当てるようにすると,強光によるiJi臥

の促進 と暗代目:の tZち 卜が l Jil'_ f的な庶路他)促進の LLF

が示 さjtた (Fig.8).このことか･う暗処PP.と【リJ他用
による作円は,それぞれ旭物体の光ri･っ[=部は.千

なわ ち姫柄基部の F側 と I･. '側,に別 々に働 き, F偏
成長 と上編成滋J')バランスを変化させるか,あるい

は特定の憶拘ホJレモンの/E.権または清作化に措抗的

に働 く結果 として起 こる可能作が 考えit3才1る.

そこで,†Je臥 しているオヒシバの茎やヒ Jジョオ

ンのロゼット薬にジベレリン(GA)を外部から[J･え, 7


ると,顕潜な立ち上が I)が見 らiL(Fig.9,10), ま


た,エチレン発生剤であるエスレJレをコニシキソウ


に与えると茎の明 らかな伏臥促進が見 られた (Fig.
 

ll).

ジベ レリンは多くの組物で感や枝の下偏成長引起

す ことが知 られ J･5),また,エナレン6)やエスレル7)に

よる茎燕の L-偏成長の促iE Jよく知 ･ t. L効果 i iiている

ところである81.


本'実験においてみられた暗処理 とジベレリン塗布

による雑草量感の立ち とが り反応促進の類似性か

ら,暗処理による摘物体内のジベレリン含11の増加

が考えられる. しかし,明暗条件と植物体内のジベ

レリン山とは.かならずLi) ･致 した関係が見られ 

- )もJJl t汚した方がT,場合によっては暗所よt UFqでI

より多 くのジベ レリンを含むことがあると言う9).

ま1_,;, -偏成長を抑制し11
･(A はエチレンによる1. 0,

二の作用はエチレンやそ1日=影沖 されるとJfえられ

る】AAに対 して,癖柄ri.どの両側の組織の感受性に

崖がある為に起こることが示唆 きiLている川 .更に.

光は組織のジベ レリン感受作 ki･低 rrさせ L21,アラス

カエンドrl )'Li阻'iJにおける光Jlkl, iH士6時間の誘導期

があることが示きjLている川 .

以上のことか {),オオバコJILどの伏臥作の強い雑

草が暗所 または弱光 Fで立ち とが り,逆に健光によ 

J)伏臥するのは.叢tE 基 二ド両側の組続が.L軸l部の l

nJ晴表作にJ ) )た感受j :J他拘ホルモンに吋する兜な･


性 告発通 させるたb'であると考え/れるが, 二のF7..
J ,

については さ/)に詳 しい' 紺 ) .Jが必 要であろR昏 検T

ラ.そして.こJ)ような伏臥kE.)k験にJtJ'- jいては,

多様な′上伸的特化 r,iつ椎J': j川なr-斡材料 と_I, ,.棚が f- R'

して'(立.ン'/)であろ J). 

lV ま と め

多くの維rYi･i ': I角の机･frの弧 ､J附 こおいて.ノ三 はは た

は後期において ら比/> '1-) L)れる･占,5a伏臥は,そi /が

地表･与稚い空間 r･tr' Vl]ff成形遜il了lするため等の適 LL .''

diI )jる. しか し伏臥 JL ･i1の環境tと考えJ t k仁は,tl.'' 奄

作.特に光名作により多様に変化し, ･ = zrr椴[は哨 tL

で V.ち 卜が 17.日Jj所で伏臥する. このような伏臥rl

妃-をオオ Jコな t6 7経常で調べた 主な探rL ). I '托L) . LはJ 

ぎの始 りである.

伏臥 しているオオバ｣は,僻リ.こまたは弱光 下に=一

逝 くか, またはt'S F分を暗 くして11 ･経i身の､l 2時的u I.


つと頼昏な立ち l-.が f)厄応を′Jモした. しか し,通常


の自然日照 卜の短い (2 1. -1時間前後)暗糊では:'ち t 

が I)反応が見られろ:か-)た.オヒシバの茎やセ イタ

カアワダ+ソウのロゼット掛 こついて も同様な比姑

が見 J)れた.

伏臥 しているオヒシバの巷や, ヒメソヨオンのロ

ゼット盛にジベレリンをLj･えると,暗処雌の喝fiと

よく似た顕 B:な立ち上が りが比.)れた. しかし,汁

ヒシ,Iの ジベ レリン処稚では境地雌の場 缶 と比べ

て,茎の仰角の増加 Jiiに対する茎の仲良の測fTが小

であった.次にコニシキソウにエスレルを撤付して 

tJJ 区にそれぞjLytlL *では篭の伏臥が さl,暗 L くと.明l.

らに促進され, また暗区における立 t:)上が I)が抑制

ききした.

これ{)推卓の茎慾の伏臥や.lt>Lが J)は, ととしL '

て茎弟軸の｣1偏成長や F偏成良に堪でき.外部かL,. t
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与えられたエチレンは前者を,ジベレリンは後者を

促進すると考えられる.しかし,明区と暗区におけ

る伏臥反応 と立ち上がり反応は,それぞれこれらホ

ルモンの植物体内における増加の結果 として起 こ

る.というよりもむしろ明暗条件により上側 と下側

の組織のホルモンに対する感受性が変化する為に起

こる可能性が考えられるが,これについては今後の

検討を必要とする.
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